
平成２５年度 れんげ保育園 事業報告書 

 
１ 保育方針 

    人生の根っこをたくましく育て、豊かな人間性をもった人を育成する。 

    立腰教育を取り入れ、しつけの三原則を基礎に芯の通った人間性を育てる。 

（１）保育目標 

    ・人に親切に出来る人 ・自立できる人 ・たくましい生命力のある人の育成を目指す。 

（２）保育時間 

平 日  7：00 ～ 19：00 （延長保育  18：01 ～ 19：00 ） 

土曜日  7：00 ～ 18：00 

（３）保育内容 

・立腰教育と躾の三原則を 0 歳から生活の基盤においた。 

・人間の成長過程に合わせた遊びを生活の中で提供した。 

・それぞれの年齢にあった、運動遊びを展開した。 

・それぞれの年齢にあった、知的遊びを展開した。 

・異年齢との遊びも大切にし、取り入れた。 

 

２ 年間行事 

平成２５年 ４月 ６日    入園式 

    平成２５年 ４月２１～２３日 伊崎田保育園見学研修 （２名） 

    平成２５年 ４月２７日    保護者の集い 

    平成２５年 ５月１１日    母の日参観 

    平成２５年 ５月１５日    内科検診 

    平成２５年 ６月 １日    親子遠足 

    平成２５年 ６月１６日    父の日特別講演会 

演題「すべての子どもは天才である。～できない子なんていない～」講師 社会福祉法人純真会 理事長 横峯吉文氏 

平成２５年 ７月 ５日    浜松市指導監査    

    平成２５年 ７月２７日    同窓会 

平成２５年 ７月２７～２８日 お泊り保育(年中、長) 

平成２５年 ８月１０日    サマーフェスティバル 

平成２５年 ９月２日     引き渡し訓練 

平成２５年 ９月１１日    給食参観 

    平成２５年１０月１２日    第３回れんげ保育園運動会 

    平成２５年１０月２３日    内科検診 

    平成２５年１０月３１日    ハロウィン誕生会 

    平成２５年１１月 ５日    防災訓練 

    平成２５年１１月 ８日    総合防災訓練 

    平成２５年１１月１５日    七五三 白山神社（年長８名） 

    平成２５年１２月２１日    緊急保護者会 

    平成２６年 １月１１日    子育て講演会 

演題 ｢もっと我が子との距離を縮めてみませんか？｣ 講師 栗山 正樹氏 



    平成２６年 １月１８日    保護者の集い 

    平成２６年 ２月 ８日    第３回れんげ保育園生活発表会 

    平成２６年 ２月１３日    第三者評価受審日 

    平成２６年 ２月２０日    入園オリエンテーション 

    平成２６年 ３月２３日    第３回卒業式 （卒業生８名） 

    平成２６年 ３月２８日    修了式 

 毎月の行事 

     誕生日会・避難訓練・体育指導・親子ひろば・園庭解放 

 

３ 職員名簿                     平成２６年３月３１日 現在 

職 名 氏  名 資 格 経験年数（他施設） 

園   長 青 山 一 子 幼稚園教諭  3 年(21 年) 

副 園 長 青 山 公 胤 中 学 教 師 2 年 7 ヶ月 

主   任 寺 本 弘 子 保 育 士 2 年(21 年) 

保 育 士 生 駒 美 奈 〃 3 年 

〃 鈴 木 千 尋 〃 3 年 

〃 上 野 裕 之 〃 3 年(5 年) 

〃    金  丸   渚 〃 3 年 

〃 原 田 千紗子 〃 3 年 

〃 戸 塚  健 〃 3 年(6 ヶ月) 

〃 鈴 木 あゆみ 〃 2 年 

〃 中 村 仁 美 〃 1 年 

〃 中 村 優 子 〃 1 ヶ月 

〃 中 根 優 子 〃 2 年 

〃 渡 邉 美 穂 〃 1 年(1 年) 

〃 高 橋 由 紀 〃 1 年 10 ヶ月 

〃 伴   裕 子 〃 1 年 9 ヶ月 

〃 渡 邉   綾 〃 1 年 7 ヶ月 

〃 鈴 木 多 惠 〃 11 ヶ月 

〃 川 合 ひとみ 〃 3 ヶ月 

事務員・保育士 岡 本   恵 〃 1 年 4 ヶ月（2 年） 

栄 養 士 野 島 宏 枝 栄 養 士 4 ヶ月 

〃 菅 沼 真 理 〃 2 年 

調 理 員 青 山 知 可 調理師 2 年 

〃 清 水 由紀子 〃 1 年 1 ヵ月 

〃 田 中 道 子 調理員 1 年 10 ヵ月 

〃 飯 田 朝 子 〃 1 年 

 

嘱託医： 増田クリニック院長 増田忠訓 

歯科医： 藤野歯科医院院長  藤野博文 

 



 

４ 職員の研修実績 

4 月 2 日 子どもの心の発達研究講演会（2 名） 

     6 日 園内研修「れんげ保育園の願い」（24 名） 

    13 日 はままつ保育士会総会（7 名） 

     20 日 保育士会研修部会発会式 （3 名） 

    25 日 県保育所連合会総会（1 名） 

5 月 9 日 子育て支援乳幼児精神保健研究会（2 名） 

15 日 県保育研究大会（1 名） 

   18 日 はままつ保育士会実技研修（4 名） 

19～21 日 伊崎田保育園見学（2 名） 

   24 日 県保育所連合会西部支部総会 

及び施設長研修（1 名） 

26 日 西部支部青年会（１名） 

6 月 5 日 新規採用職員研修会（１名） 

10 日 名古屋せせらぎ望が丘保育園見学（4 名） 

16 日 横峯吉文先生による実技研修（18 名） 

24～26 日 鹿児島ヨコミネ式研修会（2 名） 

29 日 気になる子どもの支援に関する研修会（1 名） 

7 月 13 日 はままつ保育士会研修（2 名） 

24 日 幼児教育夏季大学（1 名） 

29～31 日 第 5 回ヨコミネ式見学研修会（3 名）  

8 月 5～6 日 石井式指導者研修会 横浜（1 名） 

   22 日 保育者向けワークショップ（１名） 

     「明日につながる保育」浜松こども館 

   27 日 新規採用予定職員研修実行委員会（1 名） 

 

9 月 1～3 日 鹿児島ヨコミネ式研修会（2 名） 

4 日 実習連絡協議会・研修会（1 名） 

    5 日 メンタリング研修会（1 名） 

   18 日 小児医療研修（1 名） 

   29 日 静岡就職説明会 (3 名) 

30 日 ﾖｺﾐﾈ式ｽｰﾊﾟｰﾘｯﾂ保育園見学会 東京（3 名） 

10 月 5 日 すすき幼稚園運動会見学 (2 名) 

6・7 日 鹿児島伊崎田保育園運動会&見学（2 名） 

   18 日 すすき幼稚園赤ちゃん教室見学 （3 名） 

21~25 日 鹿児島インストラクター研修 （1 名） 

11 月 1 日 児童福祉施設給食関係者研修会（1 名） 

     6 日 浜北特別支援学校 学校公開（1 名） 

     13 日 消火訓練指導 浜松アリーナ（1 名）   

14 日 ヨコミネ式小規模保育園見学会（1 名） 

12 月 3～5 日 鹿児島ヨコミネ式研修会（2 名） 

2 月  8 日 防火研修会（１名） 

    15 日 はままつ保育士会 部会発表会(7 名) 

22 日 なかがみ保育園 実践発表会 

 「子どもたちの育ちを支えて」ｻｰﾗﾌﾟﾗｻﾞ(2 名) 

3 月 1～3 日 鹿児島伊崎田保育園見学（２名） 

     5 日 はままつ保育士会 役員会（1 名） 

     9 日 クローバー保育園発表会見学（4 名） 

15日 すすき幼稚園栗山先生研修会参加（12名） 

    17 日 すすき幼稚園見学 新規採用者（4 名） 

    29 日理事長による H26 年度に向けての研修（20 名） 

※ 毎月はままつ保育士会 部会研修有り 

     

 

５ 施設設備の実績 

  なし 

６ 保育施設 

（１）園舎、園庭の概要 

園舎  鉄骨造 ２階建  １階３７０．４７㎡ ２階３３８．４２㎡ 

園庭  ３０７.２５ ㎡ 

（２）備品等設備の概要 

空調機器、調理設備、洗濯機、乳幼児用机椅子、乳幼児用おもちゃ 

幼児用収納ケース、総合園庭遊具 

７ 収支報告 

別紙決算書のとおり。 

 



 

８ 事故発生状況報告 

  4 月－21 件、5 月－14 件、6 月－12 件、7 月－17 件,8 月－10 件、9 月－12 件 

  10 月－32 件、11 月－24 件、12 月－31 件、1 月－12 件、2 月－15 件、3 月－14 件 

   計 212 件 

  主なものとしては、マラソン中転んで擦りむいたり、友達とのトラブルが原因で引っ掻かれた傷と

いうものが多かった。また、通院する怪我が 3 件起こってしまった。 

1：発表会の練習中跳び箱を跳びきれず外陰部にすり傷を負った。 

2：体操中に転倒し、唇と歯を打つ。 

3：遊んでいる際転倒し、唇を切る。 

2 月と 3 月に集中しており、子ども達が安全に生活できるように環境を整えることと、怪我が起き

た場合には迅速に対応するよう安全会議にて職員への周知を図った。 

 ※前年度事故発生状況報告件数は計４３件であったが、事故報告書の取り組みを見直し検討した結果、

小さな怪我であってもすべて報告書に記録として残すよう職員への周知を行った。その結果、本年

度は合計２１２件に及んだ。毎月安全会議を行い、そこで報告し合い再発防止を徹底した。 

 

９ 苦情解決 

 ◆平成 26 年 2 月 14 日 

  （内容）園南側身体障害者駐車場は身体障害者の方が優先されるはずであるが、身体障害者 

以外の方も駐車しているので停めないよう徹底して欲しい。 

  （対応）園南側駐車場は身体障害者の方優先駐車場であることをメールにて全保護者に伝えお願い

した。 

 

 ◆平成 26 年 3 月 8 日 

  （内容）園で起きた怪我について、保育士からの報告、対応が保護者に対し十分でなかった。 

また、職員に対して「もう尐し元気良く挨拶をしてほしい。」と申し出があった。 

 

  （対応）職員会議及びミーティングにて苦情内容を報告した。職員には、怪我がおきた場合  

      の対応について適切に処置することと、子ども達が安心して生活できる環境を整え 

ていくよう、伝達、周知を徹底するようにした。 

又、保護者の方には、対応が不十分であったことを謝罪すると共に、職員への伝達及び、 

取り組みに対して徹底するようお伝えした。 

         

  

 


